
学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章
〜
第
八
章

﹇
略
﹈

第
一
章
〜
第
八
章

﹇
同
上
﹈

第
九
章

大
学

第
九
章

大
学

第
一
節

﹇
略
﹈

第
一
節

﹇
同
上
﹈

第
二
節

入
学
及
び
卒
業
等
（
第
百
四
十
四
条
〜
第
百
六
十
三
条
の
二
）

第
二
節

入
学
及
び
卒
業
等
（
第
百
四
十
四
条
〜
第
百
六
十
三
条
）

第
三
節
・
第
四
節

﹇
略
﹈

第
三
節
・
第
四
節

﹇
同
上
﹈

第
十
章
〜
第
十
二
章

﹇
略
﹈

第
十
章
〜
第
十
二
章

﹇
同
上
﹈

附
則

附
則

第
九
章

大
学

第
九
章

大
学

第
二
節

入
学
及
び
卒
業
等

第
二
節

入
学
及
び
卒
業
等

第
百
四
十
六
条

学
校
教
育
法
第
八
十
八
条
に
規
定
す
る
修
業
年
限
の
通
算
は
、大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

大
学
設
置
基
準
第
三
十
一
条
第
一
項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
二
十
八
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第

十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
科
目
等
履
修
生
（
第

百
六
十
三
条
の
二
に
お
い
て
「
科
目
等
履
修
生
」
と
い
う
。）又
は
大
学
設
置
基
準
第
三
十
一
条
第
二
項
、
専
門

職
大
学
設
置
基
準
第
二
十
八
条
第
二
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
専
門
職
短
期
大
学

設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
の
課
程
履
修
生
（
い
ず
れ
も
大
学
の
学
生
以
外
の
者
に
限

る
。）と
し
て
一
の
大
学
に
お
い
て
一
定
の
単
位
（
同
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
学
資
格
を
有
し
た
後
、
修

得
し
た
も
の
に
限
る
。）を
修
得
し
た
者
に
対
し
、
大
学
設
置
基
準
第
三
十
条
第
一
項
、
専
門
職
大
学
設
置
基
準

第
二
十
六
条
第
一
項
、
短
期
大
学
設
置
基
準
第
十
六
条
第
一
項
又
は
専
門
職
短
期
大
学
設
置
基
準
第
二
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
大
学
に
入
学
し
た
後
に
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
当
該
単
位
数
、

そ
の
修
得
に
要
し
た
期
間
そ
の
他
大
学
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
六
条

学
校
教
育
法
第
八
十
八
条
に
規
定
す
る
修
業
年
限
の
通
算
は
、大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

大
学
設
置
基
準
第
三
十
一
条
第
一
項
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
科
目
等
履
修
生

（
大
学
の
学
生
以
外
の
者
に
限
る
。）と
し
て
一
の
大
学
に
お
い
て
一
定
の
単
位
（
同
法
第
九
十
条
の
規
定
に
よ

り
入
学
資
格
を
有
し
た
後
、
修
得
し
た
も
の
に
限
る
。）を
修
得
し
た
者
に
対
し
、
大
学
設
置
基
準
第
三
十
条
第

一
項
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
大
学
に
入
学
し
た
後
に
修
得
し
た
も
の

と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
当
該
単
位
数
、
そ
の
修
得
に
要
し
た
期
間
そ
の
他
大
学
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
勘

案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
七
条

﹇
略
﹈

第
百
四
十
七
条

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

二

大
学
が
、
大
学
設
置
基
準
第
二
十
七
条
の
二
又
は
専
門
職
大
学
設
置
基
準
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
履
修

科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
の
上
限
を
定
め
、
適
切
に
運
用
し
て
い
る
こ
と
。

二

大
学
が
、
大
学
設
置
基
準
第
二
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
履
修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単

位
数
の
上
限
を
定
め
、
適
切
に
運
用
し
て
い
る
こ
と
。

三
・
四

﹇
略
﹈

三
・
四

﹇
同
上
﹈

第
百
五
十
五
条

﹇
略
﹈

第
百
五
十
五
条

﹇
同
上
﹈

一

学
校
教
育
法
第
百
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

一

学
校
教
育
法
第
百
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

二
〜
八

﹇
略
﹈

二
〜
八

﹇
同
上
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

第
百
六
十
三
条
の
二

大
学
は
、
大
学
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
大
学
の
学
生
又
は
科
目
等
履
修
生
と
し

て
体
系
的
に
開
設
さ
れ
た
授
業
科
目
の
単
位
を
修
得
し
た
者
に
対
し
、
学
修
証
明
書
（
そ
の
事
実
を
証
す
る
書

面
を
い
う
。）を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈
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